
 

英語学習のための AI ツール使用に関するアンケート調査 
―英語リテラシー教育プログラムの実施に向けて― 

 
川西 慧，田中 真由美，Kevin Bartlett，佐々木 顕彦 

 
本稿の著者らが所属する専攻では，英語学習に AI(artificial intelligence)を利用するリテラシー教育プログラムの枠

組みを検討し，その実施に先んじて学生の AI ツール使用について調査した。その結果，すでに多くの学生が AI に触
れ，利用していることが明らかとなり，その多くが AI を肯定的に感じていることがわかった。また，AI を利用した
学習については，AI に従来の教師のようなフィードバック機能を求めていることや，全体ではなく部分的な使用など，
限定的な使用が適切だと思っていることなども明らかになった。 
 
キーワード ：AI，英語教育，ChatGPT，リテラシー，機械翻訳 
 
１ はじめに 

2022 年 11 月，Open AI によって ChatGPT が発表さ
れた。Generative Pretrained Transformer という名の
通り，膨大な言語データによって予めトレーニングさ
れた AI が人間のような言語を生成することができる
もので，生成 AI や chatbot とも呼ばれている。生成 AI
に始まり機械翻訳やその他の AI ツールなどの目覚ま
しい技術の進化が日々起こる一方で，教育現場におい
ては，一部の生成 AI が事実と異なる内容を産出し，
「嘘をつく」ことの影響にどう対処するかや，AI が生
成した文章や翻訳した文章を課題などに利用すること
を剽窃や不正とみなすかなど 1，授業や課題においての
AI 使用に関するポリシーに関しても合意に至ってい
ない。また，発達段階にある学習者の文章作成技能の
習得や，思考力や表現力の形成にまつわる影響につい
ても長期の研究に基づくエビデンスはなく，未知の部
分が多いまま急速に AI ツールの使用が広まっている
状態である。メディアでは，どの仕事や技能が AI に取
って代わられるかなど 2 がセンセーショナルに報道さ
れるため，こうしたツールの出現や言説のあり方が学
習者の学び方や動機づけに影響する可能性もある。 

こうした背景で，2022 年末から 2023 年においては，
世界のさまざまな教育機関や教育委員会において，生
成 AI を全面的に禁止する宣言や，条件付き使用を認め
るなどその対応はさまざまであった。日本国内でも文
部科学省から ChatGPT に関する文書が複数回発表さ
れており，中でも「大学・高専における生成 AI の教学
面の取り扱いについて（周知）」において，対応を検討

するよう各機関に促している 3。本稿の著者らが所属す
る大学においても，2023 年 5 月に，生成 AI を活用し
ながらも自ら考え，行動するよう声明が出された。 

このような目覚ましい発展を遂げる AI との共存や
その活用を意識しつつもまた，VUCA (Volatility 変動
性，Uncertainty 不確実性，Complexity 複雑性，
Ambiguity 曖昧性)時代とされている現代を乗り越えて
いく学生を育成するため，外国語教育や異文化理解に
おいても複眼的思考や問題解決能力，探究力を養うこ
とを取り入れることは喫緊の課題である。これらを踏
まえ，本学英語グローバル学科英語文化専攻において
は，本稿著者の田中らを中心に，自己，他者，AI との
批判的な視点による対話を通して，英語リテラシーを
育成するプログラムを検討することとした。 
 
２ 背景 

生成 AI は非常に新しいものではあるが，それと類似
するツールである機械翻訳については，性能の高まり
と共に，外国語教育に携わる者の間ではさまざまな問
題が挙げられてきた。英語グローバル学科においても，
英作文課題を全部機械翻訳することを禁止し，それを
シラバスに明記するとともに，本学の英文添削サポー
トデスク「Writing Plaza」にて機械や AI でなく人間
によるフィードバックを利用するよう推奨してきた。 

しかしながら，機械翻訳に頼って課題作文を作成す
る者や，フィードバックを受けるための Writing Plaza
にさえ，機械翻訳した作文を持参する例が後をたたな
かった。機械翻訳があまりにも一般的になりつつある

Kei KAWANISHI 英語グローバル学科准教授 
Mayumi TANAKA 英語グローバル学科准教授 
Kevin BARTLETT 英語グローバル学科准教授 
Akihiko SASAKI 英語グローバル学科教授 
A Survey of University Students on Their Use of AI Tools for Learning English: Towards Implementing an English Literacy  
Education Program 

論文 Bull.  Institute for Educational Computing and Research,  31,  1-7 
武庫川女子大学情報教育研究センター紀要

－ 1 －



 

中，単純に禁止を言い渡しても利用を止めることがで
きないことが明らかであった。 

その中で登場したのが生成 AI である。本稿著者の田
中を中心に，学科の英語文化専攻では，AI ツール使用
に関する問題点を共有するとともに，AI ツールの使用
方法に関する指導や支援の必要性を話し合い，それに
伴い，学生の AI ツール使用の実態を把握する必要性に
ついても共通の見解を持った（2023 年 2～3 月）。 
 
３ 先行研究と研究の目的 

本研究の目的は，学生の AI ツールの使用実態を把握
し，英語文化専攻のカリキュラムでの指導・支援のあ
り方を検討することである。 

生成 AI については 2022 年末に発表されたばかりで
あり，それから 1 年に満たない本稿の執筆時点におい
て，長期に渡る観察や詳細な研究デザインに基づいた
調査はいまだ出揃っていないのが現状である。しかし
ながら，機械翻訳を行うことのできるGoogle Translate
やDeepLといったツールについては近年精度が上がっ
たことから使用も増え，研究もなされてきた。まずは
こうした研究をレビューしたところ，機械翻訳をタブ
ー視し，禁ずる方針から，共存や活用に舵を切る機関
が多くなってきていることがわかった。そういった環
境で行われた研究によると，Google 翻訳を利用した作
文の生成においては，学習者からの肯定的意見が聞か
れるだけでなく，機械翻訳の過程を経て自身で書き直
す過程において作文の質が向上したことも報告されて
いる 4。また，グループでの協働学習に機械翻訳を取り
入れた例では，機械翻訳を経てグループで書き直す過
程において，学習者間の対話や教師からの指導が学習
者のメタ言語意識を高める要因となった他，自信や意
欲，自律性が高まったという報告 5 もある。 

こうしたことから，AI ツールが生成・出力したもの
を成果物とするのではなく，AI を人間によるフィード
バックのような位置づけで学習の過程を支援する媒体
として取り入れることが重要と考えられる。またその
過程に AI だけでなく，学習者同士の対話が加わること
が最終パフォーマンスや外国語学習の態度に肯定的な
影響を与えるであろう。 

これらを踏まえ，英語文化専攻では，自己，他者，AI 
との批判的な視点による対話を通して，英語リテラシ
ーを育成するプログラムの枠組みを検討することとし
た。「リテラシー」の原義は「読み書き能力」であるが，
文字と音声の変換ができるということに留まらず，文
章全体を読んで内容を理解する能力や，基礎的な知識
やスキルといった意味で使用される概念である 6。本稿
における「英語リテラシー」は，英語で書かれた文章の

理解と英語による文章執筆の能力のことであり，主に
英語のリーディング，ライティング，卒業研究の指導
で育成することを想定した能力である。 

また「批判的」とは，否定的に捉えるとか，何かを非
難をするという意味ではなく，批判的思考（critical 
thinking）における批判を意味する。『現代心理学辞典』
によると，批判的思考とは，「証拠に基づく合理的（理
性的・論理的）で偏りのない思考」7 のことであり，相
手を批判することとは限らず，「自分の推論過程を意識
的に吟味する省察的思考」7 を意味する。つまり，意識
的に熟考することにより，AI の産出することばの妥当
性，正確さや適切さを自身の思考を通して吟味する姿
勢を持つことを意味する。 

このプログラムは大学 4 年間を通して縦断的に，そ
して各学年で科目横断的に行うものである。科目や学
年ごとに指導の在り方に多少の変化が生じる予定であ
るが，共通する指導の流れは以下の 4 つのステップで
ある。 

 
Step 1 英語について自分で考える 
Step 2 自分の考えが正しいか，他者や AI と英語や

日本語で話し合う 
Step 3 自分や他者の考え，AI の回答を批判的に検討

する 
Step 4 自分の考えを再構築して英語で表現する 
 

プログラムは，令和 6 年度に入学する英語文化専攻
の 1 年次科目から開始する。実施に際して，指導で使
用する AI ツールや，指導上の留意点については事前の
検討が必要となる。そこで本研究では，学生の英語学
習における AI ツール使用に関する実態を把握するた
めに調査を実施した。 
 
４ 調査方法 

学生らが英語学習においてどの程度，またどのよう
に AI ツールを使用しているのか，その実態を把握する
ために下記の方法で調査を行った。 

調査の対象は当該専攻で英語を学んでいる 3・4 年生
とし，2023 年 5 月 17 日～6 月 2 日までの調査とした
（5 月 11 日にパイロット調査も行った）。質問紙調査
を Google フォームによる無記名式で行い，調査項目は
下記の通りとした。 
項目： 
1. 所属学年 
2. 大学入学以降の英語学習のための AI ツール使用の

有無（選択回答） 
3. 使用したことのある AI ツール（複数回答） 
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4. 大学の授業で利用を勧められたり，許可されたりし
たことがある AI ツール（複数回答） 

5. これまでに使用したことのある AI ツールの英語学
習での活用方法（自由記述） 

6. AI ツールを英語学習で使用したときの気持ちや感
想（自由記述） 

7. AI ツールを英語学習のために役立てる方法につい
て（自由記述） 

学生の回答は，項目 1～4 については単純集計，項目 5
～７については内容分析 8 を行った。内容分析の際は 2
名の分析担当者の一致率が 100％になるまで計 3 回分
析を繰り返した。 
 
５ 結果と考察 

回答者は 3 年生 37 人，4 年生 65 人の計 102 人であ
り，本学に入学してから英語学習のために AI ツールを
使用したことがあるかという問いに対し，回答者の
96%である 98 人が「ある」と答えた（項目 2）。また，
入学後英語学習のために使用したことのある AI ツー
ルについて確認した項目 3 では，図 1 のような回答が
得られた。 

 

 
図１：英語学習のために使用したことのあるツール 
 

これを見ると，Google 翻訳や DeepL といった AI 自
動翻訳，自動添削である Grammarly の使用者が多いよ
うである。話題の ChatGPT については 14 件のみが英
語学習のために使用したことがあるとのことだった。
また，スマートフォンなどに付随する AI 音声認識とし
ては，Apple の Siri を使用したことがある学生が 23 人
おり，Amazon の Alexa（3 人）や Google アシスタン
ト（5 人）と合わせると 31 人であった。 

次に，項目 4 では，大学の授業において勧められた
り，許可されたりしたツールについて調査した（図 2）。 

授業にて勧められたり許可されたりしたことがない
学生は 34 人いたが，それ以外の学生からは Google 翻
訳，DeepL といった翻訳ツールの他，添削のための
Grammarlyや生成AIであるChatGPTが挙げられた。 

 
図２：授業で勧められたり許可されたりしたツール 
 
これらを見ると，比較的，読み書きに利用できるツー
ルが挙げられているように思われる。一方，1～5 件と
非常に少ない数ではあるが，音声系のツールもあった。 

項目 5 では AI ツールをどのように英語学習で活用
したかを尋ねた（表 1.1，1.2）。表 1.1 の Google 翻訳に
ついては，単語（21 件），リーディング（20 件），自分
の発音の確認（7 件），正しい（辞書的な）発音の確認
（5 件）などが見られた。同じ翻訳ツールでも，DeepL
はリーディング（8 件）以上にライティング（10 件）
の際に使われることが挙げられ，単語（4 件）について
は多少使用する者がいるものの，Google 翻訳ほどの使
用ではない。また，添削ツールである Grammarly は圧
倒的にライティング（11 件）や文法確認（6 件）の目
的で多く使われている。 

 
表 1.1：ツールをいかに活用したか（翻訳・添削） 

ツール
／目的 Reading Writing 単語 

自分の 
発音 
確認 

文法 
確認 

正しい 
発音 
確認 

（計） 

Google
翻訳 20 4 21 7 1 5 58 

DeepL 8 10 4 0 2 1 25 

Grammarly 0 11 0 0 6 0 17 

（計） 28 25 25 7 9 6  

 
さらに表 1.2 にまとめた Siri や Google アシスタント

といった音声ツールや，ChatGPT といった生成 AI に
ついての調査によると，音声ツールは自分の発音の確
認（学習者の話す英語を AI に認識・評価させること）
やスピーキング，リスニングに活用されていた。生成
AI である ChatGPT については，情報収集に利用して
いるとの回答が 2 件あり，その他のツールとは異なる
利用目的が見えてくる。これらのことを踏まえると，
学習者がツールの特徴をよく捉え，目的別に使い分け
ている様子が浮かび上がる。同じ翻訳に関わるツール
でも，プラットフォームの違いを利用して異なる目的
で利用していることは特筆すべき点であろう。 
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表 1.2：ツールをいかに活用したか（音声・生成） 

ツール
／目的 単語 

自分の 
発音 
確認 

Speaking Listening 情報 
収集 その他 （計） 

Siri 1 4 2 0 0 0 7 

ChatGPT 0 0 0 0 2 1 3 

Google 
Assistant 0 0 0 1 0 0 1 

（計） 1 4 2 1 2 1  

 
項目 6 では AI ツールを英語学習で使用したときの

気持ちや感想について尋ねた（表 2.1，2.2，2.3）。学習
者の回答は否定・肯定の軸を用いて 3 つの大きなカテ
ゴリに分け，その後サブカテゴリに分類した。圧倒的
に多かった「肯定的認識」（AI ツールの使用を肯定的
に捉えたもの）のカテゴリにおいては，「利便性」（役に
立つ・楽だ）について述べるものが多く，その中でも
「有用性」（役に立ったなど）38 件，「簡便性」（楽だな
ど）19 件，「効率性」（時間短縮・効率化など）7 件に言
及するサブカテゴリを形成していた（表 2.1）。その他
にも，「主体的な学習」（AI を取り入れて主体的な学習
に役立てること）に関する言及をする回答も 5 件あっ
た。これらの結果から学習者は，AI ツールの利便性を
肯定するものが大多数で，主体的学習に活かすことを
検討している者も一定数いる様子がわかる。 

 
表 2.1：ツールを使用した際の気持ち（肯定） 

 
 
また，肯定的な認識と否定的認識が入り混じった「肯

定的・否定的認識」カテゴリにおいては（表 2.2），「利
便性と信頼性への疑念」（役に立つことは認めつつも
AI の産出する言語の正確さや適切さに疑いを持つも
の）のサブカテゴリに分類される回答が 13 件あった。
英語を専攻する学生として，AI の産出するものをすぐ
に受け入れず，批判的に検討する態度を持っている学

生が一定数いる可能性がある。実際に，AI ツールの精
度は上がっているものの，人間の目による見直しは未
だ必要と言われている。また，chatbot によっては，真
実でないことを生成することもあるので，こういった
注意は必要であろう。 

 
表 2.2：ツールを使用した際の気持ち（肯定・否定） 

 
 
また，「利便性と罪悪感」（利便性を認めつつも後ろ

めたさを挙げるもの）のサブカテゴリ（9 件）では，「大
変楽だが，少し悪いことをしているような気になった」
という声などが上がった。機械翻訳や生成 AI について
は，授業や課題においてどの程度の利用が容認され，
どこからが不正行為とみなされるかなどの線引きが未
だに不確定である。実際に，英語グローバル学科の 2023
年度シラバスには一部，機械翻訳の利用を禁じる旨が
掲載されており，他の教育機関や教育委員会などにお
いて全面禁止としている例もある。こうした背景から，
利便性を感じつつも利用することに後ろめたさを感じ
る学習者もいるのではないかと考えられる。「利便性と
主体的学習意欲の喪失」（便利だと感じつつも，AI に
頼るなどして自分で考えることがなくなるなど）を挙
げた回答も 5 件あり，「楽なのであまり考えなくなって
しまった」との回答などがあった。AI に奪われる仕事
や AI の登場で過去のものとなるスキルなどがメディ
アでセンセーショナルに取り上げられることもあるが，
AI が翻訳し文章作成をする中で，実際に言語学習する
ことの意義を見出せなくなる学習者が英語を専攻する
学生の中にも出てきているのかもしれない。 

最後に，少数ではあるものの，「否定的認識」のみを
持つ回答も 3 件あった（表 2.3）。AI ツールの「信頼性
への疑念」（AI ツールが産出する結果の正確さや適切
さなどを信頼できないとする回答）の他，英語が身に
つかないと感じるなどの回答であった。表 2.2 と 2.3 の
両方で上がった，「信頼性への疑念」については，課題
を遂行するプロセスにおいて，AI に対して批判的な視
点を持って検討するという姿勢が表れている。先行研
究の Lee (2021)においても機械翻訳の使用が学習者間
の対話やメタ言語意識を高める要因となったとの報告
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がある 9。このように，AI を成果物を生成するためで
はなく，その過程を支援するために用いるという過去
の研究者らによって提案されている姿勢を少数（13 件，
2 件）ながら学生の中にもすでに持っている者がいるこ
とがわかった。 

 
表 2.3：ツールを使用した際の気持ち（否定） 

 
 

項目 7 では AI ツールを英語学習のために役立てる
ためにどうすれば良いかの提案を募った（表 3.1，3.2）。
回答は 5 つの大カテゴリに分け，その後サブカテゴリ
に分類した。「限定的使用」（全体ではなく，わからない
箇所に限ること，文章全体ではなく単語に限って調べ
ることなど）を提案した回答カテゴリでは，「わからな
いとき」（わからない箇所にのみ使用することの提案）
（15 件）や「部分的」な使用（補助的な使用など）に
限定すること（6 件），「単語」のみ（文章全体を訳すの
ではなく，単語単位の翻訳で使用することの提案）（5
件）とする回答が見られた。課題や文章全体に AI を使
って取り組み完成させるのではなく，課題に取り組む
際の補助的な役割を AI に求めることを提案する姿勢
が見て取れる。 

 
表 3.1：英語学習に役立てるための提案 

 
 
「限定的使用」とともに頻繁な回答があったのが「確

認」（自身の産出する英語をチェックする）目的での使
用を提案する回答であり，「評価やフィードバック，確
認機能」（誤った箇所を示したり，訂正案を提示したり
といった機能）として AI を使用することを提案した回
答が 22 件，AI の回答を自身が「批判的検討」（AI の
産出したものを信じずに一度自分で反芻・検討すると
したもの）しながら使用することを提案する回答が 6
件，「他者との話し合い」（AI が産出した言語をクラス
メイトなどと協働して批判的に検討すること）を経て
確認するという回答が 2 件あった。通常教師やクラス
メイトなどの他者が行なっている評価やフィードバッ
ク，チェックの機能を AI に任せるという信頼がある一

方で，AI の回答を自己や他者との対話を通して批判的
に検討するという回答があるのは対立的で興味深い。
また，この「確認」カテゴリに分類された 30 件の回答
には先行研究で指摘されているような批判的な検討，
対話，メタ言語知識の活性化とも関わるような学習プ
ロセスが描写されている（「自分で確認する」，「友達同
士で共有して…実践してみる」など）。 

また，AI 使用に関して何らかの「否定」を伴う回答
（頼るのではなく，鵜呑みにするのではなく，楽する
のではなくといった否定的条件を含む回答）をサブカ
テゴリに分類したところ（表 3.2），AI に「依存」する
ことを否定する（頼りすぎることの否定）回答が 21 件
あり，そのうち，「自身の認知の介在」（自分の頭で考え
るなど）をさせることが大事だとする回答も 11 件あっ
た。これについても，AI を課題遂行の主体ではなく学
習過程における補助として位置づけようとする先行研
究のスタンスと重なる。その他，「時短・楽」（時短や楽
をするためだけに使用すること）を否定する回答も 4
件あった。依存することを嫌う背景には，実際にこう
した AI ツールを日常的に多くの学生が使っている（図
1 など）ことがあるのかもしれない。自分の代わりに翻
訳し，文章を生成できるツールがあることで，依存し
すぎないよう律するコメントが特徴的であった。 

 
表 3.2：英語学習に役立てるための提案 

 
 
提案の中にはまた，「正しい使い方」（学習に AI を活

用する方法に正解や不正解があり，その正しい使い方
をすべきとの立場）に言及する回答も 14 件あった。教
育現場での AI 使用については意見も割れており，AI
の急激な発展の後に続くしかない教育研究や検証の結
果が出揃っているとは言い難い。言語学習時に長期に
渡ってこうしたツールがあることを経験した世代が未
だないため，確固たるエビデンスに基づく「正しい使
い方」の定義は存在しないが，「正しく」使うことを強
調する声や，教師による「正しい使い方」の指導を希望
する声は，不正行為と疑われないための規範内での使
用方法の他，本質的な学習をするための正しい使用方
法を学生が求めていることの表れと考えられる。 
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最後に，AI 利用の提案として，「主体的学習」（課題
などではなく，自主的な学びのために AI を使用するこ
と）を意識した回答も 10 件あった。「自分の補いたい
英語学習の分野に適したツールを使う」という，自身
の学習や分野，目的を意識した使用を提案する回答な
どがあった。 
 
６ おわりに 

本学科英語文化専攻では，AI の急激な進歩を受け，
自己，他者，AI との批判的な視点による対話を通して，
英語リテラシーを育成するプログラムを実施すること
とした。それに先立ち，本研究では，学生が実際に AI
ツールを使用する状況を把握するための調査を実施
した。 

調査では，すでに非常に多くの学生たちが AI に触
れ，利用していることや，教員からの推奨を受けて使
用している様子が見てとれた。特に，音声系の AI より
読み書きに関する AI の利用が多数見られた。また，さ
まざまなツールの特徴を活かし，ツールごとに異なる
目的（自身の発音の確認，読む際に利用する，書く際に
利用するなど）で使いこなしている様子も浮かび上が
ってきた。本調査時点では，Google 翻訳のような AI 翻
訳ツールの使用者が多く，ChatGPT のような生成 AI
の使用者はごくわずかであったが，今後はより普及す
ると考えられるため，使用方法の指導が必要である。 

ツールを利用したときの気持ちにおいては，肯定的
な気持ちを報告する学生らの数が多かったが，肯定・
否定の相反する気持ち，一握りの否定的な気持ちを感
じている学習者の様子が見てとれた。AI ツールを利用
した英語学習に対する積極的・肯定的な気持ちを養え
るよう，授業内で実際に活用させ，AI ツールがどのよ
うに英語学習に役立つかを他の学生と話し合ったり，
考えたりさせたい。 

英語学習に役立てるための提案では，（文章や課題の）
全体ではなく，限定的範囲や要素（単語など）に絞って
AI ツールを使用することや，わからない箇所のみに使
用することなどを挙げる者が多かった。また，自身の
執筆物や発音の確認のために AI 利用を提案する学生
も複数おり，通常教師やクラスメイトが担っていたフ
ィードバックの役割を AI に託すというアイデアが挙
がった。また，同様の「確認」という用語を使っている
ものの，AI が産出したものを批判的に検討するという
意味で「確認」が必要だとした学生もいた。その他，AI
に依存することや，「時短」や「楽」をするために使用
するのではなく，より自分自身の認知を介在させるこ
となどを提案する回答もあった。自分の学びたいこと
に適したツールを選ぶことなど，「主体的学習」に AI

を活かすことや，学習のために役立つ「正しい使い方」
をする必要性なども挙がっていた。 

調査を通して，学生らの AI 使用を批判的に検討する
態度など，AI との共存についてすでに理解し，実践し
ている学生が多いのではないかとの印象を受けた。先
行研究や本研究の研究者らが検討している深いレベル
での認知処理をどれだけの学習者が普段から行なって
いるかは今回のアンケート調査のみでは明らかにする
ことはできないが，本稿 2 ページで述べた本専攻にて
実施する英語リテラシープログラムのひとつの段階で
ある「AI の回答を批判的に検討する」という点につい
ても，すでにそのような態度で AI に接しているような
回答もあった。 

今後の展望としては，今回のアンケートでも触れた
ようなトピックについて，異なる習熟度の学習者が AI
をどのように使うか，また，技能やタスクごとに AI を
どのように使うかなどを観察・記述する他，AI 活用時
に学習者自身がどのようなことを感じ，考えながら判
断をしているのか，そこに他者（クラスメイトなど）が
加わり，対話や協働が起こる際にどのような気づきや
学びがあるかについても明らかにしていきたい。最終
的には，AI 時代の英語教育・学習に適した教材作成，
教育方法の検討，学習成果の評価方法についても検討
し，高校卒業時から英語による卒業論文執筆までの大
学 4 年間のカリキュラムにおいて，本専攻では，AI が
存在する世界に羽ばたく学習者を支援するプログラム
をデザインしたいと考えている。 
 
付記 
本稿は 2023 年 8 月に開催された全国英語教育学会第
48 回香川研究大会（於：香川大学教育学部）での口頭
発表の内容に加筆・修正を加えたものである。 
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